
地域ぐるみの火災予防／高齢者あったか広場
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●問い合わせ先　高齢福祉課高齢者支援係☎ᾬ5519

高齢者
あったか広場

収れん火災にご注意ください！！

▲白河旭高校美術部作品

※開催日時などは変更になる場合があります。
　詳しくは、お問い合わせください。

しらかわチームオレンジ情報

認知症の人と家族の会
　全国組織でもある「家族の会」の原点は、介
護者同士が励まし合い、助け合う“つどい”に
あります。つどいでは、悩んでいることを話し
て気を紛らわしたり、介護にもさまざまな形や
対応方法があることを知ることができます。
　介護者のリフレッシュを図るため、月に１回
中央老人福祉センター「白寿園」にて相談会を
実施しています。毎月の開催日や
問い合わせ先は、22ページの「無
料相談」をご覧ください。

▲収れん火災により燃えた柱

虫眼鏡で新聞紙を焦がす実
験

は「収れん現象」を利用し
て

いるんだワン！
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　日差しが強い夏場に発生しやすいと思われがちで
すが、実は太陽の高度が低く部屋の奥まで光が差し
込む秋から冬にかけて多く発生します。

太陽光がレンズや
鏡によって１点に集
まることを「収れん
現象」といいます。
　１点に集まった光
が可燃物に当たると
蓄熱し、発火するこ
とがあります。

◆凹
お う

面鏡、水晶玉、水の入ったペットボトルを
　直射日光のあたる場所に置かない。
◆外出時はカーテンを閉めて、室内に直射日光
　を入れない。

収れん火災を起こさないためには？

収れん火災はいつ起きやすいの？

　１年を通してその時季に起きやすい火災やその予
防対策を、市内３高校の美術部の生徒が描いた絵と
ともにお伝えします。

《サロンから一言》
　平成22年に開設し、今年で13年目になります。
今後も楽しく活動を継続していきます。

●開催日　毎月２回　月曜日・木曜日（不定）
●時　間 午前10時～11時30分
●会　場　坂本集会所（東下野出島字坂本383）

各地域の
高齢者サロンを
紹介します！

あったかセンター
ひだまり

地域ぐるみの火災予防
白河消防署と高校生のコラボ！！

●問い合わせ先　白河消防署　☎ᾦ����




